
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 

発行  
静岡県中部危機管理局  
 電話（054）644-9104 
 メール chuubou@pref.shizuoka.lg.jp

中部防災ニュース 3月号  平成 30年３月９日発行  NO.５９ 

 平成 23年３月 11日午後２時 46分、東北地方を巨大な地震が襲い、死者・行方不明
者合わせて約２万３千人の方々が犠牲になりました。７年前の東日本大震災をふり返り
ながら、私たちに降りかかる南海トラフ巨大地震の被害想定（揺れ・津波・ライフライ
ンの被害）について焦点を当てます。今一度、気を引き締めて地震に備えましょう。

東北地方では、最大震度７を記録し、
３分以上の長い揺れが続きました。 

東北沿岸部を巨大な津波が襲いまし
た。死者の約９割が津波が原因でした。

電気・ガス・水道等が止まったり、道路・公
共交通機関の被害で物流が止まったりして
飲み物・食料・ガソリン等が不足しました。

「静岡県第 4次地震被害想定」より

多くの地域が震度６弱～

７の揺れに襲われる！ 

３～４分揺

れる可能性

もある！ 

地震発生後、短時間で高い津波が沿

岸部に到達する可能性が高い！ 

被害の範囲が広いため、

復旧に時間がかかる！ 

家の耐震化、家具の固定、 
家具の置き場所・ 
置く向きの工夫 等 

津波浸水想定域、
避難場所、 
避難経路の確認 等 

食料・飲み物・ 
資機材等の備蓄、 
ＢＣＰの整備 等 

被害状況・地区によっ

ては、緊急輸送が可能

になるまで 1 週間以

上、ＪＲや私鉄の運行

再開まで 1 ヶ月以上を

要することも！ （津波被災地を除く） 
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他にもこんなことも… 

悲惨で非現実的な様子を目の当たりにする

と、頭の中が真っ白になって、動けなくな

ってしまうことがあるよ。 

人には陥りやすい心理状態があって、それが災害時には命に関わることもあるんだって！ 
それって、いったいどういうことなの？教えて！キッキー 

災害時 
心理編 

 住宅火災による死者数は火災による総死者数の約７割を占めると言われ
ています。また、たばこ・ストーブ・コンロが主な火災原因となっているよ
うです。そこで、火災を予防するための大切なポイントを紹介します。 

 

住宅用火災警報器で助かる命がある！
消防庁では、住宅用火災警報器を設置している場合

は、設置していない場合と比べて、火災による死者が 

４割減少すると分析しています。 

台所・寝室・階段 
等に設置しましょう。

○ 寝たばこは、絶対やめる。 
○ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。 
○ ガスこんろなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。 

○ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。 
○ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。 
○ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。 
○ お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。 

住警器

正常性バイアスや集団同調性バイアスに

支配されると、正しい判断ができずに避難

が遅れてしまうんだ。だから、自ら周囲に

声を掛けながら避難を開始する「率先避難

者」になることを心掛けよう。 

人間にはこのような心の特性があるこ

とを認識しておけば、大災害が起こっ

ても、正しく判断することができるよ。 

 

正常性バイアス 

逃げなくても、大丈夫 

集団同調性バイアス

みんな逃げないから、大丈夫だ 

正常性バイアス 

危険に直面しても、「そんなことはあり

得ない」という先入観から、その事象が

正常の範囲であると考えてしまう心理。 

集団同調性バイアス 

危険が迫っていても「周りが

逃げないから、大したことな

い」と考えてしまう心理。 

・・・

参考：消防庁ホームページより

消防庁ホームページに住宅防火対策が掲載されていますので参考にしてください。 


